












— 198 


小さな田舎町には、よくあるでしょぅ 
ああいつた小屋が…… 

私、あれ見たの初めてだったんです, 
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感心しましてねえ 
いえ演じてる女達にです 
自言 たつぶりで しょぅ 
彼女達： . 




いつも大勢の 
者に、凝視め 
られてる所為 
でしょ、. -9 か… 
舞台の上に 
しつかりと 
居るんで.す 
ねえ . 
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町はずれに行くと 
荒涼とした風景が展け 
意味もなくその風景の 
中にたたずんでみたり 
……突然'.仕事ゃ家旌 
の事を思い出したり… 
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ただ 

舞台の外で 
あの女を見 
たかっただけです 


ぁの踊子の顔が 
頭に焼き着いて 
離れないの，です。 

•. 会ってどうする 

つて訳ではなか 
つたのですが… 


ストリップ 
劇場のまわ 
りほ幾日 

、フろつ 
した… 
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それは. 






i . そんな訳で 

私、あまり色々 
な事思い出せな 
いのです…… 
なんと云うのか 
I こう断片的な k 
事ばかりで 


その捜索過程を 
記事にする事にした… 

勿論、奥さんの了解を得て 
ですよ . 












私、本当に新聞 
読んでなかった. 
でなかったち 
こんなに、 ゆぅ. 
と帰れ I 
ません I 
でした幽 


ところで 私、 ノ 
帰って来たの、 / 
まずかつたでしようか 


ぃゃく r 

決してそん^ 

な事あり^^^^^^^^ 

\ 

こちらの都合 /N 
だけで、あなた自身ノ 
と奥さんにとつて 
これは喜ばしい事 



家内はとても 
喜んでくれ ました 
……が、しかし、 



私自身は 

これからどうし/ 
たらよいものやら 
気持の整理が未だ 
つけられない…… 


当然です…… 

さて、こちらにも 
目算があります j 
じっくり話合い/. 
.ましよう… LVVV 1 


そうでしよ？ 


今、この応接室へ^ 
実際に捜索に当つ 
た男が来ます 
若いが有能な記者 
です。私の部下だ/ 
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……で、®終的 

こ i ••••••ウン•： 

. ウン.…： 

そう云う事た… 



夕刊は 
大体、 
上がつ 
ですょ 
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私ねえ 
正直云って 
動機なんて 
ないと思う 
のです 



早速なんですが今のキャン 
ぺーンは打切る事にし/ 


その締め- 


、りと して 


これまでの経過を総集して 
載せょぅと思います 
おおょその足取りは調べて 
あるので後はあなたの話と 
合わせ ましよう 7 k 


•特に僕等が 


知りたいのは 



姿を消してしまつた 
その動機ですね . 


あ，ど、 
お世話になり 
ました 



西崎で 


いやあ：. 

捜しちゃつた 

ですょ . 

田 P さん / 

















何故だつたのでしょぅ 
ボッ、ボッ、ボッ、ボッ 
i つて、あんなもの / 


初めから話し 

ます . あの 日 ^ 

残業でした…… 


でしょぅ 私、帳簿 
の整理してたのです 
ボーナスは貰ったし 
……本当はいやだった 
のですが、他に詳しい 
人が居なかったのです 
いつも私一人残業 J 
なのです L 


1土台、人手 ^ 
が足りないのは 
判ってるのに、会社 
は考えてもくれなレ 


私、ぃゃに一 
なつちやいまし 


まつた. 






















そうてしょ 
う/ 

ねつ、そう 
なんだ • S 



判るんだなあ 
僕等でもそぅだ 
………総てに 
余裕がなさすぎ 
るんですな^^^ 
現代は…. 


時々、ふっと/ 
どこかへ行って 
しまいたくなる 


•まつた， 


僕みたいな 
年下が云うの 
失礼なんですが 



田口さ-^^^ 

普段何も遊びを \ 
しない人でしょぅ… 

酒だってあまり強くな 

いつて事だし…：…. 


僕等が調べた限り田口 
さんは、堅い人で通って 
いますその反動が旅先 
での、ぁの行_ 

動になった^^ 

のでしょぅ 一！ 





それまでの田 d 
さんの生活から 
考えられない様な 
出鳕目さ…： 


•••••♦•••AJ 、 1 ♦•• 
そぅても あるよぅ だし. 

. いや•••違うかな•： 

なんて言うのでしよう. 
あの気持 


私、不満は ◄ 
ありますが…仕事は割り 

切って考えてますから . 

どぅもぅまく説明出来ない 




















































































私、あの 
日、何時 
頃まで 
でしたか 
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私ですね、それか 
後の記憶が、 どうも あや 
ふやになつて しまう のでず 
疲労していたので しょう か 
…頭の中はからっぽで…… 
何 か… こう… 胸騒ぎが して 
…会社を出てからそのまま 
どこまでも歩き続けてしま 
ったょうです…… 

無性に機関車を見たいと 
を®いました 













あんなものよく知って 
，いる 箸ですが、 

小さい時よく見たし、 
でもすぐ目の前で見たって 
事余りない-でし 
よ … If しさ とか 
そんなんでは 
なく、 そぅ 思 
•、っと、もぅ後先 
考えなかったん 
ですねえ… v \ 


i 



そぅですねノ\ 
自分でもへ 
止める事の 0 
出来ない 
成行きってのは 
ある も，のてす 


0 


售0雪 mm 警藏續 

_ 礙 ㈣ •養 ^ ml 


■II 


i: ■ 


一 ^^^^^^® 11 麗 

，-. 

11 


_ 屬震 _' 

ネ4 _ 

■說. 


あれは 


f 5.,.:*”，：•續穴 
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何処だったの 
かなあ…… 


も''〉霧 rv ":..,:: ユ 
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何処の宿でも同じでした。 

私が何者であるのか知ろぅとすみ 
者に対して、私には説明の 
仕様が無かったのです。 ^ 
勿論、証明してくれる人も ^ 

居ません。 . 

奇妙な焦”を ^ 
覚えました。 



私は確かに居るのに、 

誰も認めよぅとしないのです 


為 


以前も 

私は本当にパ 
一社会人として 
平凡な一社員として、 
u 豕の主として、 
認められていたのか？ 



謂る社会的地位も失った 
現在の私は、成程、 \ 
一体何者？ • 


導 

404 3\ /I 



再び私は消えていき 

そぅでした。 













転々としながら、 
知らずに私はかつて 
私が住み、生活して 
いた所へ戻って行く 
ょぅでした。 
機関車は所詮機関車 
でしかありません。 
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ちから A 
て僕が一 
•は二月_ 
”深かつ. 


■ 


いいですか 
初めから話し 


その頃は、もぅ帰りたいと 
思いながら、申し訳なくて、 
恐くて、毎日迷っていた時 
なのです . 


待って下さい / A / 
私が見たのは確か 
帰つて^るしばら^ 
前で……そぅだ雪が 
なかったですょ . 




























































































姿を くらました 動機 
或いは、その要素が必ず 
ぁる答だ……僕等は先ず 
それを知りたかった。 






何人かの友人 . が、事件 

的なにおいは何もなかった。 
いや誤解しないで下さい。 


しかし，あなたの周囲の人々からの 
聞込みはすぐあきらめました…… 
得るものか無かったと云ぅよりも… 


0 


0B 



結局、ぁなた，6 
に付いて f 

何も知らなぃので ; 
す。日常生活の表面的 
な行動を証言するだけで、 

それさえも「… だろう」 とか 
「そう思う」とか非常に曖昧なのです。 
. でも当然の事ですね。 
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僕だって案外 
そんなものかも 


知れな 





/ 


動機さえ判れば / 
捜す範囲もせばめ 
られる…その動機も 1 W 
すぐ判るだ 
ろぅと最初一 .— 
そぅ思つた 
んです . 


A 県 M 沢付近を走る機関車 
がグラビアで紹介されてい 


ました. 


iii 、 ど/つです？ 
行先に当てがないと 
したら.…：ね？ 


結局、僕等はお互いに. // 
ょく知っている心算で、 \ 
実は全く、別の印象を作り 

あげているのかも知れない . 

ま、それはそれとして、そぅ 
云った経過は総て記事にしました 
尤もそれだけじゃ弱い訳で 
実際にあなたの後を追わなければ 
キヤンぺ一^ンとしての I 
意味がないのです / 
…弱つちやいましたねえ^^ 


甘かったんですね 
. :…業、 \ 


もぅやけくそだと思いましたね 
:… • ……ぁなたの会社へ行き 
机を調べさせて貰ったので f 




3 

li 



あなた覚えていますか、 
週刊誌が一冊あつたんですょ 
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十二月半ば過ぎと言えば 

あのあたりは雪だ . \ 

あなたが最初に行った- 
土地と言ぅのは A 県 M 沢 
付近だったのでしょぅ？ 


I 





へ ：. il 


こちらも多少意地になつてましてね、 
すぐさま西崎君に飛んで貰った。 
一月の終り頃だったかな……確か、 




僕等がそこまでやった 
と言う事は…：•まあ 
勝手ながら記事になると思った。 


一度だけ、キャンべ—ンを休載 

した日があつたのも丁度 \ 

その頃です . 

これで駄目なら^^^^ ノ 

次回から形を \rH 

変えなければ 1： A 
ならない . w 


|なんて考ぇま^^^^ 

一してね . 

ところが西崎君、ねばって 

くれましたね . 

後で聞いたら「ここに間違いない 
って信じていたそぅだ…彼 
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初めは宿の方でも 

まあ、酔つばらっているのだろう 

位に思ってた。 



結局それ以上は 
つかめなかったん 

ですが . 

上出来で 



僕等は自信を 得ましてね 
その近県の支局全部に写真 
を送り、出来るだけ多くの 
旅館へ配って貫ったのです 
……大分、印刷 J 
しましたよ \ 


しかしノ 
それは 
本当に私 I 
だったの 



でしょぅ 

か？ 
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田事ど 
口でう 
さし言 
んよう j 





それに私、ひとつの 
宿にそんなに永く 
居た事ないんです…. 
三、四日の筈です…. 


写真を見て 
宿の人達は 
確かにあなた 
だと言つたん 
ですよ j 


あなたの思 
違いですょ \ 

. 自分でも記憶 

があやふやだ^^^ 
云つたで^^ 

しょ失礼^^ . 
だが、あなた^^ 
の精神状熊は 
正常ではなかった、 
と云う事です^/ 




そぅてしょぅ 
か…… 

変だなあ…… 



ね、お面をつけて 
夜中ぅろつくなんて 
どぅ考えたっこ 

普通じやな 


m3 





ところが^^^^^^ J . 
それだけじゃあ / A \ 

なかった . 次に ノ 

あなたが現われたのは 
Y 県 N 市だ . 
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^p 


結局、訳の分らない奇行に、 
跡を追う西崎君は気が 焦立った 
と 云っていた。何か、 こう、 
馬鹿にされて いるょうだと、 
帰ってから彼は大分ぼやいた。 
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覚えていません 


一 


田口さんでないとしたら 
一体誰でしょぅねえ y 




本当なので 
しよう か？ 


どこか違ぅよぅ 
です^:場所も 
女の様子し…… 



(1 

1 

乂 

僕 

等 

- 

1 



まあ、今は帰って来た 
ばかりで、なんでし 
が、おそらく、 記憶 
違いをしていると 
思いますよ 


週刊誌屋 

ではない 


じやなかつたら 
ははは…田口さん 
あなたが二人居た 
事になる… 
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★人間、 

誰でも何か 
，不満を持って/ 
，生活しているふ 
ものです金持も 
貧乏人も同じです 



f l 


とても 
無理ですね 
今の私には 



一口に云えな 

いのですが、 , ETXJ 
変な感じですね、 

自分のしていた事を自分で 
覚えてないで他人がょく 

知っているのですから . 

あなた方の話の中に' 私は まるで 
関係ないょぅな、そんな、錯覚を 
起こしそぅだ…：， 





































































































































































































































































































ず^#.,;卜^ 事 t お中込み!-:なつた 広島市舟入幸町五番十亡号の住所の方お名前をお知らせ下さい‘ 


< .o-7kl-r V 

-s 

T — 


臨時増刊号 



好評 

発売中 


rt 葉や，イメ j ジそのものに疑いをもった世代が 
新しいマンガ削造のために試行する姿がここに 
ある、 


▼牧録作品 ▲ 

) E つ .■]• 永島 


ェー漫画寄席で 、 


じ沢光男 


*， J V /—い》—い 

ぁ い つ滝田ゅぅ埴輪の森の伝説日野日出志 
ぼやけた世界池上遼一 はにわの 世界田代為寛 


うみべのまち佐々木マキ 


恋 


高橋わたる 


口^^⑼林？。ヘシ、、、スト S 聖一郎 


勝又進作品集 

■漫画評論 

ふじ沢光男論菊地浅次郎 


新団体誕生山本いくお 


定価 I 五0円•発売中 

•お近くの書店か直接当社へお申込み下さい 

東京都千代田区神田神保町一の五五 W 林堂 


ガロ臨時増刊号 



各誌絶讃 
発売中//: 


重き沈黙によつて生の不条理感と実存感を見事に 
描きあげた秀作短篇集 


▼収録作品 

ね じ 

運 

チ ー • 

通 

李さん 

紅 い 

►評論•随筆 

•沈黙へ向う抒情(石子順造) 


式 

命 

夜 

.家 

花 


不思議な絵 
沼 

初茸狩り 
山 椒 魚 
海辺の叙景 
西部田村事件 

出家遁世の情念(佐藤忠男) 

笑わ0:才亡ッバの少女論(唐十郎)水色のユーモア(竹内健) 

つげ義舂氏との出遇い(水木しげる)つげ氏のがロフィル(桜井昌一 

▼附•つげ義春全作品年表 .;)] 

定価 I 七〇円 

□ご近所の書店か又は直接当社へお申込み下さい。 

東京都千代田区神田神保町1の55青林堂 
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読者サロン 



J : 云術の階級性， なんてない 

小池かおる(符城20歳； 

3 月 号の^島君の 批判に対し、よく 
の考えをのべてみたい。 

、もしぼくらが 仮に' 共産主義社会と 
レうものを想定し うるとするなら ' i 、 
それは現実における人間と 自然との間 
の 運動 態としてのみ可能な ので あって、 
決して人間性の崩壊などあり 得ない、 

と 断言してはばからで いようなスタテ 
ィツクな もんだいでは ない.。 また スタ 
丨 リニ ズ厶云 々といつ て おられる が、 
歴史の中から スター リニ X ムを 〈あや 
まち〉 として切りすてればあとは良し、 
としうるごとき もので i ない 0 

おれは帝国主義者だ、 •自称する者 

力力つてなかつた よう. に、 おて i スタ 
I リニストだと自称する者 i 未来 こお 


t てもあ.1>われるはずはないのであつ 
て ^"rhtt と 一 ^てフ、夕 丨リニ X ムを 13: 
走している®り、今度は 権力 P 争に 敗 
れた者 M - 人民の敵 H スターリニ ストと 
いう図式が生ずるだけである。だから 
右島君のォブテイミズムは一見矣来的 
にみえても自己否定 性を含まぬという 
点において実はもっとも非未来 旳なの 
である" 

さて作 eg についてであるが、ぼくは 
冉度断言するが〈思想性を前面におし 
出すこの M の作品〉なんぞ絶対 m 用し 
ない"右島君に問う、一体芸術におけ 
る〈階級的立場 Y とはなんですか。^6 
くはなにも「ヵムイ伝」に〈全階級的 
立場〉をとれなどといつているわナじ 
ゃない。ただ〈芸術の階級性〉なる幻 
想を拒否しているまでです。 1月 号 本 
欄で〈ドストエフスキ—やトルストイ 
を…〉とならべて書いたうち〈階汲的 
立場〉に立たないドストエフスキ4は 
さておいて 〈トルストイは唯物史観 
にたつている〉などと全くのこじっナ 
を主張しておられる。どつかの国の X 
ライ人はまだそんなことをいつている 
らしいが、寝言は寝言、ばくらは実際 
に「戦争と平和」をょんで見事な自己表 
現 力に 堪能 すればょい。それだけです。 

実在として存在す るの. は 〈芸術 一 投〉 

のもんだいのみで あり、それと 別固 こ 
〈プロレタリア 芸術〉 かあるなどは全 
くの 幻想にすぎない。 だから もし ぼく 
らが 論ずる とすれば' 滝田ゆうと 白土 
三平を芸術と：；う间じ土俵の上で たた 
かわせる以外ないので あつて、 へああ 
その前にマンガ は 芸術 か？というギ 
ロンヵ入りますね)白土はプロレ タリ 
ア 芸術 だから 淹 田とは フィ— ルドが 異 
るなどとは決していえないはずだ。ま 
して〈プロレタリア〉 の ゆえに白土が 
滝田より 上位に あるなどとは 言えるも 


のではない。 

M - 後に；；：島君の主張する、唯物史 K 
に立たなかったのなら白土は「カムイ 
伝」を#かなかったろう、という説を 

是認するのであれば-それがとりも 

なおさず最近の 「カムイ 伝」の退屈さ 
を生んだ原因ではあるまいか。 

内容 ある 反抗の 芸術を 

木村定雄 (京都20歳) 

最近の ガロ に関して、同世代の前® 
的と称される諸家に感覚的な共感を覚 
えつつも、白土氏を はじめと して、っ 
げ 楠といったじっくり仕事を してい 
る諸氏の 職人気質の 方に、ょリ強烈で 
実存的な 重さを感じ取っているオーレ 
ド •フ ァツシヨ ンな読者の 一人として、 
少数意見 ?.)を述べてみたい と甲いいま 
ます0 

ょく白土氏の作品に対して〈史観' N / 

の 問題が 論じられます が、 私などはむ 
しろそうした論争から離れた ところで、 
「カムイ伝」のモチ—フの j つである 
〈カムイ〉 という アイヌ語に託してい 
る作者の、人間性に対する強い信頼を 
見’ そこに、幻滅と狂気の世代といえ 
ども' 「ロダン的なロマンテイシズム 
さ」といって片づけられない情熱を読 
み取っています。しかし、互頃 i K 
展開に追われて、その辺のところがあ 
まリ感じ取れないのは残念です。 

次に評判の高い佐々木マキ氏ですが、 
たとえば「アンリとアンヌの バラ—ド 
で見せたスト—リーの巧みな対位法的 
展開 やファンタジ ツク なユーモアを感 
じさせる独得の絵柄等、確かに才能の 
44人です。しかし、持前のネ^とを 
用 さが佘って、却って青臭い、反宄的 
ポ—ズの如く受け取られ、損をしてハ 
ます。 


つ t でに2月号纣談中の氏の 不用意 
な発言の挙足を取って おきます。読者 
が作品を深く読むのは、それは読者の 
越権というよリはむしろ缣虚 さに起因 
しているのであって、その 読者の善意 
の過ちを批判するには' 単なる反 « L (7> 
ポ—ズではなく、^:{かか卜め «:' w $>« r ' 
で以って答えねばならない でしよう。 

最後に「目安箱」の上野昂志氏。 

私は情況に銳く切リ こんで ゆく 天の 
文体の タッ チに魅惑され、魯迅の日本 
的末裔の出現 だと 思って、 常々 期 寺を 
持って読んでいるのですが、時折 自己 
に 課した魯迅の 教訓から 脱線する无を 
見る のは 残念です。 たとえば、1月号 
で新宿の M 乱の 中に「日常を廃棄する 
究極的な解放の先取」を見ること、つ 
d 屻、、,'#、、新宿や羽田の空 u 、 r , 4.心 
パの ふくろうを 飛び回らせて みるのも 
悪い趣向ではありませんが、 その際あ 
る限度内に論理的歯 止を掛けておかな 
いと、元来が夜行性の鳥ですから、機 
動隊の妨石網にひっかかって 捕えられ 
る恐れがあリます。少く とも 「法 一 や 
「国家」という内包量の 大きい言葉を、 
青年の 口に 合うよう に文学的改竄をす 
る ことは ど、読者を ナメたことはない 
と思います。 

未来を信じる明るい眼 

依田弓子 (東京17歳) 

「カムィ伝」は私にその美しさ、 その' 
たくまし さ、その偉大 さ—つま リ被卯 
庄者階級のみが有する崇高ともいえる 
もの—を深く印象に 残らせた。 白土氏 
のマンガは今やマンガではなくて 立派 
な 芸術作品 であると思う。 この 「カム 
イ伝」には人を深く 感動させる思想が 
ある。それはむろんマルクス主義 歴史 
観世界観に他ならないが、氏は こ k 


4 月号の林静一「花の詩 I 


七.〇頁と 


— I ヵノれち 力い になつ ていました e お詫び 致します。 
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「新日本書紀」は佐々木守先生が海外旅行の ため 今月号は休載 致します0 


♦•♦♦，♦，♦，♦令 ♦ ,♦ ♦♦ ff ♦♦♦♦，♦♦♦♦♦，♦♦♦•冬, ♦ •♦ Jl 

マンガに関する参考文献案内 j 


•「花の紋章」における極私的林 
静一論ぁかり謙 「東北大学 
新聞」44年1月15日号 

•女座頭市の世界—棚下照生 

「週刊読書人」 1 月 27 日号 

•沈黙に向う情念—つげ義春 
「週刊読書人」2月10日号 

•沈黙の美学者—つげ義春夫 馬 



を直接的に絵にうつしかえて表現せず、 
氏の主体的実践からとらえたかめてい 
った一つの 認識、 感情を壮大な 構想 力 
と未来を信じる明るい眼—革命的楽観 
性—を背景として表現している。 

私は氏のマンガにょって江戸時代と 
いうものをはじめて本当に，(一部的で 
はあるが)わかった気がする。そして 
今迄の学校で教えられた歴史とは一体 
なんであったかを考えさせられた。こ 
れはその歴史把握が反唯物史観に立っ 
たという浅い意味ではなく真に実践的 
な意味をもつものとしての歴史であり 
もっと範囲を広げていえば私のうけて 
きた教育ではなかったかということで 
ある。：体私の頭の中に残っているの 
は何か' それは今生きている私にとっ 
てこれっぽっちのエネルギーとはなら 
ない上べの 政治機構 であ リ経済 制度で 
ありそして文化でしかない。江戸時代 
は、身分制度の支配する徳川封建社会 
としてしかとらえられていない。あと 
は細々とした拳項と経過など。 

歴史とは何か。歴史と我々はどうつ 


基彦-現代の日本」2月号 j 

•異空間への旅人—つげ義春 

「アサヒグラフ ー 2月14日号 J 

•日常性への痛憤の翳 石子順造 j 

「週刊読書人」 2 月 24 日号 } 

• マンガからアンチ•マンガへ 

中原佑介 「文芸」 3 月号 j 



ながるのか。なぜ我々は歴史に参加す 
るのか。そして教育—歴史教育とはど 
のよぅに行なわれねばならないか。さ 
らに拡大していえば人間は如何にして 
真理を知り発展させてゆかねばならな 
いの か。 人間の認識方法にいたるまで 
この「カムィ伝」は考えさせ、そして 
ある程度の答えまで与えてくれた。 

歴史とは、あの正助達が必死に生き 
た血にあふれた時は決して単なる過去 
ではなく今日この現代に通じる生きる 
ための闘いの瞬間瞬間であるといぅこ 
と一あの悲惨な江戸時代の農民の血と 
汗とはっきリきリはなされた過去では 
ない。今につらなる一揆であるところ 
の人間の闘争の一瞬なのであると感じ 
させるだけの力をもった歴史教育であ 
らねばならないはずである。この社会 
は如何なる社会であるのかそしてこの 
社会にあって如何に行動してゆくのか 
を必然的に考えさせるだけのエネルギ 
丨をもつ たものであらねばならない と 
思う。我々は単に知るために歴史を学 
ぶのではなく現実を変革するために歴 


史を学ぶのである。すべて教育は真理 
を、 階級闘争としての歴史に結晶して 
きた〃事実"を学び未だみぬ理想社会 
めざして階級闘争をつづけるためのも 
のである。 

「カム' V 伝」によって私は大げさに 
いえば私の生きる姿勢、行動すべき自 
分であることを教えられた。歴史に如 
何にかかわらねばならないかを。 

ところで「カムイ 伝」 がつまらない 
という 感想が時々 のる。 私は 「カムイ 
伝」に全く反対の 感想を もち 白土 氏に 
尊敬を感じて、今「忍者武芸帖」「力 
ムイ伝」を通読して全く大きな衝撃、 
感動を うけている。それ 故た だ 論理的 
な理由もあげずつまらないという投稿 
者には怒りさえ覚える。 

神話の時代は終った 

三輪柾行(東京20歳) 

白土 三 平の神話の時代は終った。私 
は彼の仕事の価値をないがしろにしよ 
うとは思わぬし、私自身少なからぬ感 
動と衝撃を受けて来たこともいなむま 
い。だがやはり、私はあえていう。白 
土三 平の神話の時代はすでに終った、 
と。歴史の必然性とかプロレタリアー 
卜の連带などといった美しい言葉はし 
かしすでに我々を感動させ得ぬ。「今、 
私を感動させる唯一の言葉、それは自 
由 だ」(アンドレ•ブルトン)0 

ある時期、人は自らの自由のために 
プロレタリア—と呼ばれる人々と產 
带し得た。それはひとリひとりの自由 
が圧殺されて行くバターンが同時にそ 
の階級が隸属させられて 行く。 ハターン 
と同一であつた故であろう。従つてプ 
ロレタリアートの解放が極めて多くの 
人々の得るべき自由へと.つながり得た。 
その対立はその本質を同じうし、ひと 


つの大原則として今日に続いてはいる。 

従って正肋やナナめ戦いは我々の戦 
いと無縁では無い。だがその。ハターン 
は多くの異なる.部分を持つ。階級は細 
分化され支配機構は上から下へ、とい 
う二次元的な力関係でなく、さらに複 
雑な無数のベクトルにょって形作られ 
ている。それはすでに同じ利害関係に 
基づき、まったく间じ敵に対している 
大多数を占める階級の成立を不可能に 
している。対立は階級対階級の次元か 
ら全体に対する個の次元にまで追いつ 
められている。また、あるいはそこま 
で突き進んでいるとも言える。 

我々は民衆の歴史を知ることの前に、 
あるいはそれと並行して、個の情念の 
歴史を追わねばならない。今日、やす 

やすとプロレタリア—の連带という 
言葉を信じることは、あひ得ぬ階級を 
形づくろうとするためにひとつの組織 
権力を生むことになるだろう。そ— i て 
その組織権力は個を圧殺する。それは 
つまるところ国家権力に加担し人間の 
自由への道を圧殺する反革命でしかあ 
り得ない。 

すでに終ったのは白土三平の神話の 
みでなく、ひとつの革命の神話が終っ 
.'たの だ。 十月革命は再来せぬし、百姓 
一揆はすでに起りはせぬ。(小川プロ 
の映画 「三 里塚の夏」は幻影だ)今日 
我々は体制の一環として、全体の一員 
としての存在を強いられているのだ。 
敵は私自身の内にさえある。すでに過 
ぎたものは貴重な教訓にはなろうが、 
我々は為すべき革命について語らねば 
ならない。私は誰ょりも佐々木マキに 
期待し、3月号管井君、昨年11月号富 
山君の本欄における論稿を支持する。 
新たなる革命への新たなる試行錯誤の 
ために貧しいながらも迷いつつも一歩 
あるいは半歩前へ。 
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